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一
、
は
じ
め
に

日
本
語
の
歴
史
を
叙
述
し
説
明
す
る
に
当
り
、
文
献
に
記
録
さ
れ
た
言
語
が
第
一
次
の
基
本
資
料
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
が
過
去
の
言
語
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
文
献
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
言
語
の
中
に
は
、
過
去
の
文
献
の
残
存

す
る
こ
と
の
少
い
辺
陣
の
地
の
方
言
の
如
く
、
そ
の
過
去
の
言
語
体
系
の
全
容
が
殆
ど
欠
落
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
に
〝
口
頭
語
″
と
い
う
の
は
、
日
常
の
話
し
言
葉
を
指
し
、
そ
れ
自
体
が
体
系
を
持
つ
言
語
で
あ
る
。
本
質
的
に
は
音
声
を
媒
介
と

す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
過
去
の
言
語
を
資
料
と
す
る
日
本
語
の
歴
史
に
お
い
て
、
文
献
資
料
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
対
象
と
す
る
時
に
は
、
文

字
と
し
て
書
き
止
め
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
〝
話
し
言
葉
〃
が
本
質
的
に
は
音
声
を
媒
介
と
す
る
言
語
で
あ
る
が
、
研
究
対
象
と
し

て
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
文
字
化
さ
れ
た
も
の
も
含
み
一
種
の
文
体
と
し
て
把
え
る
立
場
に
通
ず
る
。

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て

五
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日
本
語
の
歴
史
の
中
で
、
口
頭
語
の
変
遷
を
叙
述
す
る
こ
と
は
困
難
が
大
き
い
。
特
に
平
安
鎌
倉
時
代
に
滞
る
と
、
そ
の
度
合
は
一
層
大

き
く
な
る
。
文
字
に
よ
っ
て
表
現
す
る
際
に
は
、
文
章
語
の
言
語
規
範
に
大
き
く
制
約
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
文
章
語
と
い
う
の
は
、

平
安
時
代
の
和
歌
を
中
心
に
和
文
を
対
象
と
し
て
帰
納
さ
れ
た
語
法
に
基
づ
く
言
語
で
、
明
治
時
代
の
言
文
一
致
体
の
生
ず
る
ま
で
、
文
章

を
書
く
際
の
規
範
と
な
っ
た
文
章
体
の
言
語
を
指
す
。
文
章
語
の
言
語
規
範
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
献
資
料
が
、
現
存
文
献
の
大
多
数
で
あ

る
た
め
に
、
口
頭
語
の
独
自
の
存
在
を
疑
う
こ
と
さ
え
せ
ず
、
口
頭
語
は
文
章
語
と
径
庭
が
殆
ど
無
い
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
。

し
か
し
、
辺
陣
の
地
の
方
言
に
過
去
の
言
語
を
記
し
た
文
献
資
料
が
殆
ど
欠
落
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
口
頭
語
も
、
そ
の
音
声
を
媒
介

と
す
る
と
い
う
性
格
上
、
過
去
の
そ
れ
が
文
献
資
料
と
し
て
残
り
難
い
、
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
過
去

の
方
言
が
、
偶
ミ
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
文
献
に
書
き
止
め
ら
れ
て
残
っ
た
よ
う
に
、
口
頭
語
も
、
文
章
語
を
規
範
と
し
た
文
献
の
中

に
、
種
々
の
形
で
書
き
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
文
献
資
料
を
手
掛
り
と
し
て
、
こ
こ
で
は
口
頭
語
の
体
系
ガ
が
存
し
た

と
い
う
仮
説
を
検
証
す
べ
く
努
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
の
意
図
の
も
と
に
、
筆
者
は
、
別
に
小
考
を
試
み
て
来
た
。
即
ち
、

（1）

1
、
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
課
題
」
に
お
い
て
、
先
ず
、
鎌
倉
時
代
に
新
生
し
た
と
さ
れ
る
副
助
詞
「
バ
シ
」
に
つ
い
て
鎌
倉
時
代
の
諸
文
献

を
検
討
し
て
、
「
日
常
の
口
頭
語
が
強
く
反
映
す
る
場
面
に
現
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
更
級
日
記
の
初
瀬
詣
の

「
あ
や
し
げ
な
る
下
衆
の
中
家
」
の
「
あ
や
し
の
を
の
こ
」
の
発
話
中
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
平
安
時
代
に
も
存
し
た
と
述
べ
、
類
似
の

語
と
し
て
、
代
名
詞
第
二
人
称
の
「
オ
レ
」
を
指
摘
し
、
更
に
は
願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」
や
連
体
形
終
止
、
係
結
の
呼
応
の
乱
れ
な
ど

も
、
鎌
倉
時
代
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
の
和
文
や
漢
文
訓
読
文
と
い
う
特
殊
な
文
章
語
の
基
底
に
あ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
口
頭
語
と

の
関
連
で
把
え
よ
う
と
し
た
。

（2）

2
、
次
い
で
、
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
で
は
、
副
助
詞
「
バ
シ
」
、
願
望
の
助
動
詞
「
タ
シ
」
を
始
め
、
推
量
の
助

動
詞
「
ム
ズ
」
、
持
ち
か
け
の
間
投
助
詞
「
ナ
」
、
禁
止
の
助
詞
「
ソ
」
、
完
了
の
助
動
詞
「
タ
」
、
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
、
打
消
の
助
動
詞



「
ナ
ム
ジ
」
、
代
名
詞
「
ド
コ
」
、
連
語
の
「
コ
サ
ン
ナ
レ
・
コ
サ
ン
メ
レ
」
「
サ
ル
ニ
テ
モ
」
「
ナ
こ
シ
ニ
」
の
助
詞
・
助
働
詞
・
連
語
を

群
と
し
て
把
え
、
先
ず
こ
れ
ら
の
語
群
が
、
当
時
の
日
常
の
口
頭
語
を
反
映
し
て
い
る
と
さ
れ
る
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
に
偏
っ
て

現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
語
群
が
文
章
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
文
献
を
院
政
鎌
倉
時
代
か
ら
取
出
し
て
、
そ
の
例
と
し

て
草
案
集
・
諸
事
表
白
・
却
療
忘
記
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
仏
光
観
聞
書
・
梁
塵
秘
抄
巻
二
が
口
頭
語
資
料
に
挙
げ
ら
れ
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
片
仮
名
文
で
は
法
会
に
際
し
て
の
談
話
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
り
、
日
常
談
話
の
聞
書
な
ど
で
あ
る
。
梁
塵
秘
抄
に
つ
い
て
は
後

述
の
よ
う
で
あ
る
。

3
、
更
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
の
中
に
も
、
口
頭
語
資
料
と
認
定
し
う
る
文
献
の
存
す
る
こ
と
を
、
右
の
語
群
を
視
野
に
入
れ
つ

（3）

つ
、
更
に
音
声
・
音
韻
の
事
項
に
も
拡
げ
、
こ
れ
に
重
点
を
お
い
て
考
察
し
た
。

4
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
平
仮
名
文
の
梁
塵
秘
抄
と
同
口
伝
集
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
用
語
を
、
文
法
・
音
韻
・
語
彙
の
各
面
に
わ
た
っ
て

（4）

検
討
し
、
当
時
の
口
頭
語
の
体
系
の
一
面
を
窺
お
う
と
し
た
の
が
、
「
梁
塵
秘
抄
の
本
文
と
用
語
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
「
梁
塵
秘
抄
口

（5）

頭
語
集
覧
」
′
（
百
十
項
目
、
四
二
六
～
四
七
四
貢
）
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
梁
塵
秘
抄
は
巻
一
の
二
十
一
首
が
室
町
時
代
、
巻
二
が
江

戸
時
代
、
口
伝
集
巻
十
が
南
北
朝
時
代
の
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
　
の
書
写
（
親
本
は
鎌
倉
時
代
の
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
写
本
）
　
で

あ
り
、
特
に
歌
謡
に
は
多
く
の
誤
写
を
含
む
本
文
状
況
の
悪
い
文
献
で
あ
る
が
、
「
誤
写
類
型
」
の
視
点
を
導
入
し
て
誤
写
を
正
す
こ
と
を

通
じ
て
撰
述
時
の
言
葉
に
復
元
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
の
上
で
、
歌
謡
は
、
当
時
の
全
国
に
流
行
し
た
今
様
を
集
め
て
い
る
か
ら
、
そ

の
用
語
に
は
当
時
の
庶
民
の
日
常
の
言
葉
が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
口
頭
語
の
体
系
を
窺
お
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

「
梁
塵
秘
抄
口
頭
語
集
覧
」
に
は
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
を
含
む
諸
文
献
を
援
用
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
名
語
記
は
、
最
も
有
効
な
文

献
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
、
名
語
記
を
直
接
の
対
象
と
し
て
取
上
げ
た
の
は
、
「
梁
塵
秘
抄
口
頭
語
集
覧
」
作
成
の
作
業
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
業

で
は
、
名
語
記
の
辞
書
と
し
て
の
掲
出
項
目
に
重
点
を
お
い
て
、
関
連
す
る
口
頭
語
の
資
料
を
拾
い
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
業
を

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て

七
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終
え
た
段
階
で
は
、
名
語
記
の
全
文
を
対
象
と
し
て
、
口
頭
語
資
料
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
や
や
詳
し
く
読
ん
で
み
よ
う
と
意
図
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（6）

名
語
記
の
用
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
岡
田
希
雄
氏
の
言
及
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
其
れ
ら
の
語
彙
の
中
に
、
珍
し
い
も
の
が
多
い
」

と
し
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
「
大
体
が
古
語
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
し
て
、
つ
ま
り
本
書
が
出
来
た
文
永
・
建
治
の
頃
に
普
通

に
鰍
瞞
領
行
は
れ
て
居
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
ど
も
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
語
と
認
め
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
鎌
倉
時
代
語
」
が
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
、
定
義
が
無
い
の
で
評
か
で
は
な
く
、
取
上
げ
た
語
群
も
窓
意

的
の
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
口
頭
語
資
料
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
体
系
的
に
把
え
て
、
資
料
価
値
の
再
発
見
を
し
て
見
よ
う
と
思
う
。

尚
、
「
名
語
記
」
の
原
本
に
つ
い
て
は
調
査
の
機
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
止
む
な
く
、
勉
誠
社
刊
北
野
克
氏
写
の
本
文
に
よ
っ
た
。

二
、
名
語
記
の
文
体

名
語
記
十
帖
（
現
存
本
は
巻
第
二
よ
り
巻
第
十
に
至
る
九
帖
）
は
、
岡
田
希
雄
氏
が
「
語
原
辞
書
」
と
紹
介
さ
れ
た
如
く
、
語
源
説
明
を

主
と
す
る
国
語
辞
書
で
あ
り
、
語
を
第
二
音
節
ま
で
イ
ロ
バ
順
に
掲
げ
、
問
答
体
の
形
式
で
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
記
し
て
い
る
。
語
源

説
明
の
方
法
と
内
容
と
に
は
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
撰
述
当
時
の
用
語
が
豊
富
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

名
語
記
の
文
体
基
調
は
、
当
時
の
文
章
語
の
規
範
に
よ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
巻
二
冒
頭
に
あ
る
自
序
の
文
章
を
見
る
に
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。
冒
頭
と
末
尾
と
を
引
用
す
る
。

一
字
名
語
　
イ
ロ
バ
ノ
四
十
七
言
コ
レ
ヲ
ツ
ク
セ
リ
　
右
コ
ノ
書
ノ
大
キ
ナ
ル
オ
モ
ム
キ
ハ
釈
尊
ノ
遺
教
ニ
ヲ
イ
テ
宗
く
マ
チ
く
ナ
レ
ト

モ
顕
教
ハ
法
門
ノ
奥
義
ヲ
ノ
ミ
談
シ
テ
文
字
ノ
沙
汰
ニ
ト
＼
コ
ホ
ラ
ス
　
大
日
如
来
ノ
真
言
教
ニ
ッ
キ
テ
悉
曇
ノ
一
道
ア
リ
　
ヨ
ク
　
梵
字
ノ
名

義
ヲ
流
通
シ
テ
反
音
ノ
肝
心
ヲ
シ
ラ
シ
メ
タ
リ
　
大
国
ノ
先
徳
カ
ノ
道
二
達
シ
テ
頭
密
ノ
聖
教
ヲ
漢
字
二
翻
訳
セ
リ
　
日
本
ノ
祖
師
タ
チ
モ
入
唐
ノ

ト
キ
直
二
正
説
ヲ
ウ
ケ
ナ
ラ
バ
レ
テ
根
性
ヲ
ノ
く
明
敏
ナ
リ
シ
カ
ハ
禽
獣
ノ
音
ヲ
キ
＼
テ
モ
カ
レ
ラ
ヵ
所
存
ヲ
察
シ
　
風
波
ノ
ヒ
、
キ
ニ
ツ
ケ



テ
モ
宮
徴
ノ
ミ
ナ
モ
ト
ヲ
サ
ト
ラ
レ
ケ
リ
（
中
略
）

実
ニ
モ
イ
ニ
シ
へ
ヨ
リ
　
イ
マ
タ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
ハ
シ
メ
チ
ッ
ラ
ネ
ヲ
ケ
ル
今
案
ノ
ト
カ
ノ
カ
レ
カ
タ
キ
ユ
へ
ニ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
マ
タ
ム
カ
シ

ニ
モ
カ
ツ
テ
キ
カ
サ
リ
ツ
ル
ヲ
シ
ヘ
ナ
リ
ト
テ
ユ
ル
シ
　
感
ス
ル
仁
ニ
ア
へ
ラ
ハ
マ
ユ
ヲ
ヒ
ラ
ク
へ
シ
　
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
ナ
タ
ム
ル
ヒ
ロ
キ
ナ

サ
ケ
ヲ
ヲ
モ
ク
ス
へ
キ
ユ
へ
ニ
ヨ
リ
テ
　
オ
モ
ヒ
ウ
ル
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
一
二
両
字
カ
ツ
ノ
＼
モ
テ
類
衆
ス
　
三
四
五
言
コ
レ
ニ
准
シ
テ
　
ヨ

ロ
シ
ク
シ
リ
ヌ
へ
シ
　
ト
キ
ニ
文
永
五
年
朗
　
月
　
日
一
部
六
巻
勘
注
功
ヲ
ヲ
フ
　
イ
フ
コ
ト
シ
カ
ナ
リ

一
見
し
て
、
漢
文
訓
読
語
を
多
く
用
い
、
文
末
が
平
安
時
代
語
に
通
ず
る
文
章
語
の
規
範
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

次
い
で
「
二
子
名
語
」
の
「
イ
」
か
ら
始
ま
る
、
語
源
辞
書
の
本
文
と
な
る
。
そ
の
形
式
は
問
答
体
に
よ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う

で
あ
る
。

○
こ

間
　
イ
ロ
ア
カ
キ
物
ヲ
1
7
ナ
ッ
ク
如
何
　
答
ニ
ハ
丹
也
　
ネ
チ
ヲ
反
せ
ハ
ニ
也
　
熱
也
　
ア
ツ
キ
物
ハ
ア
カ
キ
色
ニ
カ
タ
ト
レ
リ
　
火

モ
ア
カ
シ
　
日
モ
ア
カ
シ
　
血
モ
ア
カ
シ
　
コ
ノ
丹
ヲ
訓
ニ
ハ
こ
ト
イ
ヒ
　
音
ニ
ヨ
ミ
テ
ハ
　
タ
ム
ト
イ
ヘ
ル
　
給
ノ
具
ニ
ハ
各
別
ノ
物
也

尋
テ
ィ
バ
ク
ニ
バ
ネ
チ
ノ
反
　
ネ
チ
ノ
物
ハ
ソ
ノ
イ
ロ
ア
カ
シ
ト
尺
セ
ラ
レ
タ
リ
　
シ
カ
ル
ヲ
　
ア
ヲ
こ
ヨ
シ
ナ
ラ
ト
ツ
＼
ク
ル
和
歌
ノ
詞

ア
リ
　
ソ
ノ
ア
ヲ
ニ
ト
ハ
昔
　
奈
良
坂
ニ
メ
チ
タ
キ
紺
青
緑
青
ア
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
　
ア
ヲ
ニ
ヨ
シ
ナ
ラ
ト
イ
ヘ
リ
ト
申
せ
ル
欺
　
紺
青
モ
こ

ノ
名
ヲ
ツ
ケ
リ
如
何
　
ソ
レ
ハ
シ
カ
ナ
リ
　
オ
ナ
シ
ク
ニ
ナ
レ
ト
モ
　
ア
ヲ
ニ
ト
イ
ヘ
ル
ハ
ス
ナ
ハ
チ
非
分
ノ
義
也
（
以
下
略
）

こ
の
説
明
文
も
、
漢
文
訓
読
語
を
用
い
、
文
末
が
平
安
時
代
語
に
通
ず
る
文
章
語
の
規
範
で
表
さ
れ
て
い
て
、
前
掲
の
自
序
の
文
体
に
通
ず

る
も
の
で
あ
る
。

所
が
、
こ
の
問
答
体
の
文
章
を
仔
細
に
見
る
と
、
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
す
る
形
式
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
多
数
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
次

の
よ
う
で
あ
る
。
（
引
用
部
分
に
私
に
「
　
」
を
付
す
）

a
　
下
薦
ノ
「
コ
レ
ミ
ロ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
如
何
　
答
　
別
ノ
心
ハ
ア
ラ
サ
ル
へ
シ

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て

ミ
ヨ
ヲ
「
ミ
ロ
」
ト
イ
ヒ
　
セ
ヨ
ヲ
「
セ
ロ
」
ト
イ
へ

九
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ル
　
田
舎
ノ
詞
也
（
巻
六
、
五
一
オ
）

b
　
下
人
二
物
イ
ヒ
キ
カ
セ
ム
ト
ス
ル
時
　
「
ヨ
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
心
如
何
　
答
（
略
）
下
人
ナ
ト
ニ
ッ
フ
サ
ニ
イ
ヒ
フ
ク
メ
ム
ト
ス
ル
二
ハ
「
ヨ

ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
也
（
巻
四
、
四
二
オ
）

C
　
ク
サ
ヒ
ラ
如
何
　
茸
也
（
略
）
又
茸
ヲ
鎮
西
ナ
ト
ニ
ハ
「
ナ
0
0
。
ハ
」
ト
イ
ヘ
リ
（
巻
九
、
四
六
ウ
）

d
　
文
永
ノ
年
号
サ
タ
メ
ラ
レ
ケ
ル
時
　
見
物
ノ
人
申
セ
リ
ケ
リ
「
文
ハ
ホ
シ
ノ
ヨ
ミ
ア
リ
　
文
永
ヲ
ホ
シ
ナ
カ
シ
ト
ヨ
マ
レ
ク
リ
　
ホ
シ

ノ
ナ
カ
キ
ハ
彗
星
ニ
ア
タ
レ
リ
　
彗
星
イ
テ
ナ
ム
ス
」
ト
申
シ
ケ
ル
ヲ
カ
タ
へ
ノ
人
キ
＼
テ
披
露
セ
リ
キ
（
巻
六
、
九
〇
オ
）

私
　
人
ヲ
ノ
ル
詞
ニ
「
シ
ャ
ツ
ラ
シ
ャ
身
　
シ
ャ
ソ
ク
ヒ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
シ
ャ
如
何
（
巻
六
、
六
八
ウ
）

t
　
他
人
こ
ム
ケ
テ
「
ミ
タ
欺
　
キ
＼
タ
欺
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
タ
如
何
（
巻
二
、
二
七
ウ
）

a
は
下
鹿
の
発
言
、
b
は
下
瀬
に
向
っ
て
発
言
す
る
場
合
の
語
で
あ
り
、
そ
の
、
a
は
周
知
の
命
令
形
に
丁
ロ
」
を
用
い
る
用
語
、
b
は

先
掲
の
拙
稿
で
口
頭
語
群
の
；
と
し
て
取
上
げ
た
、
持
ち
か
け
の
間
投
助
詞
「
ナ
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
C
は
鎮
西
と
い
う
地
方
の
方

言
を
取
上
げ
て
い
る
。
d
は
「
見
物
ノ
人
」
の
発
言
で
あ
り
、
素
姓
は
詳
か
で
な
い
。
e
、
f
も
発
言
者
の
素
姓
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
シ
ャ
」

は
中
世
の
俗
語
と
さ
れ
、
完
了
の
「
タ
」
も
口
頭
語
群
の
一
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
発
言
者
の
階
層
や
、
地
方
語
な
ど
の
分
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
未
詳
の
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
語
群
は
、
当
時
の
口
頭
語
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
引
用
部
分
に
見
ら
れ
る
用
語
の
記
述

（7）

こ
の
よ
う
な
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
さ
れ
た
語
を
全
巻
か
ら
抜
出
し
て
、
整
理
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
記
述
に
当
り
、
構
成
は
、
「
梁
塵

（8）

秘
抄
の
本
文
と
用
語
」
の
う
ち
の
「
梁
塵
秘
抄
の
口
頭
語
」
の
組
織
に
よ
り
、
大
き
く
は
0
文
法
、
⇔
音
韻
（
国
語
音
）
、
日
音
感
（
漢
字
音
）
、

拗
語
彙
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
項
目
を
立
て
て
示
す
。

0
　
文
法



1
　
代
名
詞

指
示
代
名
詞
は
、
コ
・
ソ
・
ア
・
ド
が
使
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。

近中遠不
｛疋

称称称称

コソア

事

物

・
人

ノノノ

コソアド

レレレレ

コソアド
場

所

ココソコ
コ

コソアド
方チチチ

．

チ

ア
角ナ

タ

ア
系
の
例
を
挙
げ
る
。

［
ア
ノ
］
　
小
法
師
力
申
シ
ケ
ル
ハ
「
ヤ
御
房
ノ
＼
ア
ノ
セ
ヒ
ヵ
御
房
ヲ
ツ
ヒ
ツ
キ
法
師
ト
申
候
ソ
ヤ
」
ト
申
ケ
レ
ハ
「
ヨ
モ
ヤ
レ
　
ワ
レ
ヲ
ハ
イ

ハ
シ
　
ワ
小
法
師
ヲ
ソ
イ
フ
ラ
ム
」
ト
論
シ
ケ
レ
ハ
　
（
巻
六
、
六
三
オ
～
ウ
）

［
ア
レ
］
　
「
ア
ノ
　
ア
チ
　
ア
ナ
タ
　
ア
レ
」
ナ
ト
物
ヲ
サ
シ
ツ
メ
テ
ィ
ヘ
ル
　
ア
如
何
（
巻
二
、
五
三
オ
）

［
ア
ソ
コ
］
　
所
ヲ
サ
シ
テ
ィ
フ
詞
ニ
「
ア
ソ
コ
」
如
何
（
巻
八
、
六
九
ウ
）

［
ア
チ
］
　
「
ア
チ
ユ
タ
」
ニ
対
シ
テ
　
「
コ
チ
タ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ク
如
何
　
ク
ハ
来
也
（
巻
二
、
四
〇
ウ
）

［
ア
ナ
タ
］
　
「
ア
ノ
　
ア
チ
　
ア
ナ
タ
　
ア
レ
」
ナ
ト
物
ヲ
サ
シ
ツ
メ
テ
ィ
ヘ
ル
　
ア
如
何
（
巻
二
、
五
三
オ
）

ド
系
の
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

［
ド
レ
］
　
不
審
ス
ル
詞
ニ
「
…
ト
，
レ
ソ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ト
レ
如
何
答
　
イ
ツ
レ
ヲ
イ
ヲ
略
シ
テ
「
…
ト
・
レ
」
ト
ハ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
タ
レ
リ
（
巻

三
、
二
五
ウ
）

［
ド
コ
］
　
「
ト
コ
ソ
」
卜
在
所
ヲ
タ
ツ
ヌ
ル
如
何
　
イ
ト
コ
ノ
イ
ヲ
イ
ヒ
ケ
テ
ル
也
（
巻
三
、
二
八
オ
）

名
譜
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
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［
ド
チ
］
　
人
ヲ
「
ト
チ
ユ
タ
ソ
」
ト
ト
ヘ
ル
　
ト
チ
如
何
（
巻
三
、
二
三
ウ
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
既
に
現
代
語
と
同
じ
コ
ソ
ア
ド
体
系
が
成
っ
て
い
て
、
口
頭
語
で
は
こ
れ
を
用
い
た
と
見
ら
れ
る
。

人
称
代
名
詞
に
は
、
二
人
称
に
「
オ
レ
」
が
あ
る
。

［
オ
レ
］
　
下
薦
ヲ
「
オ
レ
ヵ
」
ト
イ
ヘ
リ
如
何
答
　
ヲ
レ
ハ
ヲ
ノ
レ
也
（
巻
三
、
四
九
オ
）

2
　
動
詞
の
活
用

下
一
段
活
用
動
詞
の
「
ケ
ル
」
が
あ
る
。

［
ケ
ル
（
蹴
）
］
　
「
鞠
ヲ
ケ
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ケ
如
何
　
ケ
ハ
蹴
也
　
ク
ヱ
ル
ト
イ
フ
へ
キ
　
ク
ヱ
ヲ
反
セ
ハ

カ
バ
サ
ル
へ
シ
　
（
巻
二
、
四
五
オ
）

ケ
ナ
リ
　
ケ
ル
ト
イ
ハ
ム
モ
タ

名
語
記
に
は
「
ク
ヱ
ル
ト
イ
フ
ヘ
キ
」
の
よ
う
に
、
「
～
ト
イ
フ
ベ
キ
ヲ
」
の
表
現
が
、
引
用
の
「
ト
イ
ヘ
ル
」
に
対
し
て
二
万
に
あ
る
。
こ

（9）

れ
は
、
文
章
語
の
規
範
的
表
現
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
ク
ヱ
ル
」
が
文
章
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
口
頭
語
で
は
「
ケ
ル
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
　
活
用
形
の
用
法

Ⅲ
　
連
体
形
終
止

連
体
形
が
、
係
助
詞
「
ぞ
」
「
な
む
」
「
や
」
「
か
」
の
結
び
で
も
な
く
、
疑
問
語
「
た
れ
」
「
い
づ
れ
」
等
の
結
び
で
も
な
く
、
主
格
助
詞

「
の
」
「
が
」
に
応
ず
る
述
語
の
結
び
で
も
な
く
て
、
終
止
用
法
と
な
る
例
が
あ
る
。

［
ア
ル
］
　
家
ノ
ソ
ホ
チ
ャ
フ
レ
タ
ル
ヲ
「
バ
ラ
く
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
三
、
五
オ
）

「
こ
タ
ノ
＼
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
こ
タ
如
何
（
巻
三
、
一
六
ウ
）

ネ
ハ
キ
物
ヲ
「
ニ
ヤ
く
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
こ
ヤ
如
何
（
巻
三
、
一
九
ウ
）

コ
マ
カ
ナ
ル
物
ノ
サ
キ
ヲ
「
ワ
ラ
く
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ワ
ラ
如
何
（
巻
四
、
四
ウ
）



ナ
ニ
事
ニ
モ
「
エ
ム
ア
ル
ナ
シ
」
ト
イ
ヘ
ル
エ
ム
如
何
　
答
緑
也
（
巻
五
、
九
〇
オ
）

サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ル
物
ヲ
「
キ
0
∞
ハ
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
キ
ハ
如
何
（
巻
六
、
三
一
ウ
）

人
ノ
勢
ノ
大
キ
ナ
ル
ヲ
モ
「
ユ
ク
く
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
コ
レ
也
（
巻
六
、
四
五
ウ
）

ナ
へ
タ
ル
物
ヲ
「
ク
タ
ラ
ト
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
リ
如
何
（
巻
八
、
二
四
ウ
）

［
ス
ル
］
　
ネ
メ
ト
ハ
早
且
ノ
イ
マ
夕
日
モ
サ
メ
ヌ
ニ
イ
ソ
キ
オ
キ
ナ
ト
シ
タ
ル
時
　
「
ネ
メ
ス
ル
く
」
ト
イ
ヘ
ル
事
欺
（
巻
四
、
八
九
オ
）

［
ミ
ス
ル
］
　
又
「
ケ
ム
コ
ヲ
ミ
ス
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
賢
愚
也
（
巻
五
、
六
〇
ウ
）

［
ヅ
ル
（
出
）
］
　
「
朝
日
ノ
ツ
ル
く
ト
イ
ツ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
ツ
ル
如
何
　
コ
レ
ハ
出
ヲ
ツ
ト
モ
ツ
ル
ト
モ
ヨ
メ
リ
（
巻
四
、
七
四
オ
）

［
タ
ル
］
　
「
人
ノ
シ
ナ
ラ
フ
　
ト
リ
タ
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
シ
ナ
ラ
如
何
（
巻
八
、
二
八
ウ
）

「
ミ
タ
ル
　
キ
、
タ
ル
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
タ
ル
如
何
（
巻
四
、
五
〇
オ
）

［
ナ
ル
］
　
ウ
ス
キ
物
ヲ
「
シ
ャ
ノ
様
ナ
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
シ
ャ
如
何
　
シ
ャ
ハ
紗
ト
カ
ケ
リ
　
キ
ハ
メ
テ
ウ
ス
キ
絹
ノ
名
ナ
ル
へ
シ
（
巻

六
、
六
八
ウ
）

ヅ

の
よ
う
で
、
動
詞
「
ア
ル
」
「
ス
ル
」
「
見
ス
ル
」
「
出
ル
」
と
、
助
動
詞
「
タ
ル
」
「
ナ
ル
」
に
見
ら
れ
る
。

拗
　
命
令
形
の
「
～
ロ
」

下
粛
ノ
「
コ
レ
ミ
ロ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
如
何
　
答
　
別
ノ
心
ハ
ア
ラ
サ
ル
へ
シ
　
ミ
ヨ
ヲ
「
ミ
ロ
」
ト
イ
ヒ
　
セ
ヨ
ヲ
「
セ
ロ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
田

舎
ノ
詞
也
（
巻
六
、
五
一
オ
）

セ
ヨ
ト
イ
フ
心
ヲ
「
セ
ロ
」
ト
イ
ヘ
リ
如
何
　
答
セ
ロ
ハ
田
舎
ノ
詞
也
（
巻
六
、
九
二
ウ
）

現
代
語
の
関
東
地
方
方
言
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
用
例
と
し
て
良
く
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
口
頭
語
と
し
て
引
用
さ
れ
た
箇
所
に

出
て
来
る
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
下
薦
」
の
些
一
己
と
し
、
「
田
舎
ノ
詞
」
と
説
い
て
い
る
。

4
　
形
容
詞
の
用
法

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
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旧
　
語
幹
用
法

形
容
詞
が
、
活
用
語
尾
を
附
け
ず
に
語
幹
だ
け
で
、
述
語
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

不
浄
ナ
ル
物
ヲ
「
キ
タ
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
八
、
九
五
オ
）

カ
タ
ヤ
ス
ト
イ
ヘ
ル
心
モ
片
安
也
　
ミ
ナ
大
事
ニ
モ
ナ
ク
テ
一
方
ノ
タ
ス
カ
ル
　
ス
チ
ア
ル
ヲ
「
カ
タ
ヤ
ス
」
ト
ハ
イ
ヘ
ル
こ
ヤ
（
巻
二
、

二
三
ウ
）

ウ
シ
ト
イ
ヘ
ル
詞
ヲ
「
ア
ナ
ウ
ヤ
　
ウ
イ
コ
ト
カ
ナ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
ウ
如
何
（
巻
二
、
三
六
オ
）

身
ノ
バ
タ
エ
ノ
「
カ
ユ
ヤ
カ
ユ
シ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
カ
ユ
如
何
　
カ
ユ
ハ
療
也
　
痔
也
（
巻
四
、
三
〇
オ
）

助
動
詞
の
形
容
詞
型
活
用
を
す
る
「
タ
シ
」
に
も
「
詞
ニ
ミ
タ
ヤ
　
キ
＼
タ
ヤ
ト
ネ
カ
フ
心
ノ
タ
ヤ
」
（
巻
四
、
五
四
ウ
）
と
あ
る
。

佃
　
終
止
形
の
「
～
イ
」

詞
ニ
「
ト
イ
　
ヲ
ソ
イ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ト
イ
如
何
　
答
　
ト
シ
ヲ
ト
イ
ト
イ
ヘ
ル
也
　
速
疾
ノ
義
也
（
巻
三
、
二
二
ウ
）

現
代
語
の
終
止
形
「
～
イ
」
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。

㈲
　
～
カ
語
尾

領
状
ノ
詞
こ
「
ヨ
カ
」
ト
コ
ト
ウ
ク
ル
如
何
（
巻
四
、
四
〇
オ
）

「
カ
」
語
尾
は
、
現
代
の
九
州
方
言
に
見
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
が
、

「
領
状
ノ
詞
」
に
用
い
た
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
当
時
は
、

方
言
だ
け
で
な
く
、
京
幾
の
口
頭
語
で
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

5
　
助
動
詞

推
量
の
「
ム
ズ
」
、
完
了
の
「
タ
」
、
願
望
の
「
タ
シ
」
と
「
死
こ
ニ
ケ
リ
」
の
用
法
が
あ
る
。

Ⅲ
　
推
量
の
「
ム
ズ
」

「
ム
ズ
」
は
、
「
ム
ト
ス
」
に
対
し
て
、
位
相
の
上
で
使
わ
れ
る
場
に
顕
著
な
相
違
が
あ
り
、
「
話
こ
と
ば
に
用
ゐ
」
「
特
に
く
だ
け
た
い
ひ
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Ⅱ

）

方
に
用
ゐ
て
ゐ
る
」
と
説
か
れ
て
来
た
語
で
あ
り
、
要
す
る
に
当
時
の
口
頭
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
例
が
あ
る
。

コ
ノ
事
ハ
「
ハ
ト
キ
コ
エ
ナ
ム
ス
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ハ
如
何
　
ホ
カ
ノ
反
ハ
　
ハ
也
　
外
聞
エ
ナ
ム
ス
ト
イ
ヘ
ル
心
也
（
巻
二
、
七
ウ
）

「
（
略
）
彗
星
イ
テ
ナ
ム
ス
」
ト
申
シ
ケ
ル
ヲ
カ
タ
へ
ノ
人
キ
、
テ
披
露
セ
リ
キ
（
巻
六
、
九
〇
オ
）

拗
　
完
了
の
「
タ
」

「
タ
リ
」
の
変
化
し
た
「
タ
」
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

他
人
ニ
ム
ケ
テ
「
ミ
タ
欺
　
キ
、
タ
欺
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
タ
如
何
　
コ
レ
バ
ツ
ヤ
ノ
反
ノ
タ
也
　
ミ
ツ
ヤ
　
キ
＼
ツ
ヤ
ノ
義
也
（
巻
二
、
二
七

ウ
）

「
ミ
タ
キ
＼
夕
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
ミ
タ
如
何
　
ミ
ハ
見
也
（
巻
六
、
五
二
ウ
）

㈲
　
願
望
の
「
タ
シ
」

「
タ
シ
」
は
、
〝
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
た
〟
と
し
て
、
千
五
百
番
歌
合
の
定
家
の
判
詞
「
俗
人
の
語
に
聞
く
」
と
併
せ
て
説
か
れ
て
来
た
。

「
ム
ズ
」
「
タ
」
と
共
に
口
頭
語
資
料
を
認
定
す
る
語
群
の
一
つ
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
次
の
例
が
あ
る
。

詞
ニ
「
ミ
タ
ク
　
キ
、
タ
ク
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
タ
ク
如
何
（
巻
四
、
五
四
ウ
）

㈱
　
「
死
こ
ニ
ケ
リ
」
（
ナ
変
動
詞
に
完
了
の
助
動
詞
ヌ
が
附
属
）

ナ
行
変
格
活
用
動
詞
「
死
ヌ
」
に
、
同
じ
活
用
で
語
源
を
同
じ
く
す
る
と
さ
れ
る
完
了
の
助
動
詞
「
ヌ
」
が
附
く
用
法
は
、
文
章
語
の
規

範
で
は
違
例
と
な
る
が
、
「
ト
イ
ヘ
ル
」
の
引
用
の
中
に
次
の
例
が
あ
る
。

「
（
略
）
蛇
ノ
尾
ヲ
鼻
ノ
中
へ
サ
シ
イ
レ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
ソ
ノ
人
シ
こ
＼
ケ
リ
」
ト
申
セ
ル
コ
ト
ア
ル
欺
（
巻
九
、
五
五
オ
）

6
　
助
詞

副
助
詞
「
バ
シ
l
「
禁
止
の
「
ソ
」
、
終
助
詞
「
ヤ
ラ
ム
」
、
間
投
助
詞
「
ナ
（
持
ち
か
け
）
」
、
並
列
の
「
ヤ
」
の
省
略
が
あ
る
。

㈲
　
副
助
詞
「
バ
シ
」

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
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副
助
詞
「
バ
シ
」
が
口
頭
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
次
の
例
が
あ
る
。

「
コ
＼
ニ
ハ
シ
サ
ハ
ル
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
義
欺
（
巻
二
、
五
〇
オ
）

「
コ
レ
ハ
シ
ミ
ル
ナ
　
キ
ク
ナ
」
ナ
ト
禁
制
ス
ル
ヨ
シ
ノ
ナ
如
何
（
巻
二
、
三
四
ウ
）

畑
　
禁
止
の
終
助
詞
「
ソ
」

禁
止
を
表
す
「
ナ
…
ソ
」
の
「
ナ
」
を
表
現
せ
ず
、
「
ソ
」
の
み
で
禁
止
を
表
す
例
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
コ
レ
ナ
ミ
ソ
　
キ
＼
ソ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
ソ
如
何
　
せ
ソ
ヲ
反
せ
パ
ソ
ナ
リ
　
不
為
ノ
心
也
（
巻
二
、
二
九
ウ
）

畑
　
終
助
詞
「
ヤ
ラ
ム
」

文
末
に
あ
っ
て
、
不
確
実
な
推
測
を
表
す
「
ヤ
ラ
ム
」
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
ア
ル
ヤ
ラ
ム
　
ナ
キ
ャ
ラ
ム
　
タ
レ
ヤ
ラ
ム
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
ヤ
ラ
ム
如
何
　
答
　
ヤ
ラ
ム
不
審
ス
ル
詞
也
（
巻
八
、
三
四
ウ
）

㈲
　
持
ち
か
け
の
間
投
助
詞
「
ナ
」

聞
き
手
に
対
し
て
発
言
の
意
図
や
内
容
を
持
ち
か
け
訴
え
か
け
る
「
ナ
」
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

下
人
二
物
イ
ヒ
キ
カ
セ
ム
ト
ス
ル
時
　
「
ヨ
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
心
如
何
　
答
（
略
）
下
人
ナ
ト
ニ
ッ
フ
サ
こ
イ
ヒ
フ
ク
メ
ム
ト
ス
ル
ニ
ハ
「
ヨ
ナ
」

ト
イ
ヘ
ル
也
　
（
巻
四
、
四
二
オ
）

コ
ノ
事
ハ
「
ハ
ト
キ
コ
エ
ナ
ム
ス
ナ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ハ
如
何
（
略
）
外
聞
エ
ナ
ム
ス
ト
イ
ヘ
ル
心
也
（
巷
二
、
七
ウ
）

㈲
　
並
列
の
「
ヤ
」
　
の
省
略

ゆ

　

な

し

「
ヤ
」
は
並
列
し
た
語
に
附
い
て
、
「
柚
や
梨
や
な
ど
を
」
（
購
輪
日
記
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
が
、
最
後
の
「
ヤ
」
を
省
略
し
た
用
法
が

あ
る
。「

鳥
ヤ
虫
ナ
ト
ノ
ス
タ
ク
」
ト
イ
ヘ
ル
心
如
何
（
巻
八
、
一
四
七
オ
）

現
代
語
の
口
頭
語
に
見
ら
れ
る
用
法
に
通
ず
る
。



7
　
接
頭
辞
「
シ
ャ
」

人
ヲ
ノ
ル
詞
ニ
「
シ
ャ
ツ
ラ
シ
ャ
身
　
シ
ャ
ソ
ク
ヒ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
シ
ャ
如
何
（
巻
六
、
六
八
ウ
）

こ
の
接
頭
辞
「
シ
ャ
」
は
、
人
を
卑
し
め
の
の
し
る
意
を
添
え
、
又
、
中
世
の
文
献
に
お
け
る
現
れ
方
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
口
頭
語
と
考

え
ら
れ
る
。

⇔
　
音
韻
（
国
語
音
）

国
語
音
で
は
、
母
音
に
関
す
る
現
象
が
多
く
見
ら
れ
る
。

1
　
母
音
の
交
替

母
音
0
が
u
に
交
替
し
た
例
が
あ
る
。

ヨ
ハ
キ
ヲ
「
ユ
ハ
」
ト
イ
ヘ
リ
　
如
何
　
答
弱
也
（
巻
六
、
四
一
ウ
）

2
　
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落

語
頭
の
狭
母
音
…
の
脱
落
し
た
語
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

［
デ
（
出
）
］
　
出
ノ
字
ヲ
「
テ
」
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
リ
如
何
　
イ
テ
ノ
イ
ヲ
イ
ヒ
カ
ク
セ
ル
ナ
リ
（
巻
二
、
五
二
オ
）

ウ
セ
タ
ル
モ
ノ
、
「
テ
キ
タ
ル
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
テ
キ
如
何
　
テ
キ
ハ
イ
チ
キ
也
　
出
来
ナ
リ
（
巻
五
、
九
四
オ
）

有
馬
以
下
所
く
ノ
温
泉
ヲ
「
テ
ユ
」
ト
イ
ヘ
リ
如
何
　
答
イ
テ
ユ
也
　
出
湯
也
（
巻
五
、
九
四
オ
）

出
ノ
イ
ツ
ノ
イ
ヲ
イ
ハ
ス
シ
テ
「
ツ
」
ト
イ
ヘ
ル
ヵ
コ
ト
シ
　
イ
テ
ヲ
ハ
「
テ
」
ト
イ
ヘ
ル
モ
同
鉢
ノ
事
ナ
リ
（
巻
二
、
四
三
オ
）

出
ハ
イ
ツ
也

［
ヅ
ラ
（
何
）
］

［
ダ
ス
　
（
出
）
］

［
ダ
ク
　
（
抱
）
］

タ
＼
「
ツ
ル
」
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
リ
如
何
　
イ
ツ
ノ
イ
ヲ
イ
ハ
サ
ル
コ
ト
例
オ
ホ
キ
也
（
巻
四
、
七
四
ウ
）

目
ニ
ミ
エ
ヌ
物
ヲ
「
0
。
ツ
0
ラ
」
ト
イ
ヘ
ル
詞
如
何
　
イ
ツ
ラ
ノ
イ
ヲ
略
セ
ル
也
（
巻
四
、
七
八
オ
）

出
ハ
イ
タ
ス
也
　
ソ
レ
ヲ
タ
＼
「
タ
ス
」
ト
イ
ヘ
リ
如
何
　
答
　
イ
ヲ
略
シ
テ
「
タ
ス
」
ト
イ
ヘ
ル
也
（
巻
四
、
六
〇
ウ
）

衣
裳
こ
「
ソ
テ
タ
キ
」
ト
イ
ヘ
ル
∞
タ
0
キ
如
何
　
タ
キ
ハ
前
ノ
心
イ
タ
キ
抱
ノ
字
ニ
ア
タ
レ
リ
（
巻
四
、
五
七
ウ
）

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
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3
　
連
母
音
に
よ
る
母
音
i
・
e
の
脱
落

語
中
に
…
の
連
続
し
た
結
果
、
そ
の
一
つ
の
脱
落
し
た
例
に
、

［
ヒ
ヅ
　
（
秀
）
］
　
「
ヒ
チ
タ
リ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ヒ
ツ
如
何
　
ヒ
ツ
ハ
秀
也
（
略
）
又
人
モ
群
ニ
ヌ
ク
ル
ヲ
ハ
「
ヒ
ツ
」
ト
イ
ヘ
リ
穂
等
二
准
シ
テ

ィ
ヘ
ル
也
　
（
巻
六
、
八
一
ウ
）

が
あ
り
、
複
合
語
の
中
で
連
母
音
の
e
の
脱
落
し
た
例
に
、

［
イ
ハ
ル
シ
　
（
家
主
）
］
　
亭
主
ヲ
「
イ
ハ
ル
シ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
　
コ
レ
ハ
イ
ヱ
ア
ル
シ
也
（
巻
九
、
一
ウ
）

が
あ
る
。

4
　
語
頭
の
0
の
脱
落

［
ワ
ス
　
（
坐
）
］
　
人
ノ
キ
タ
ル
ヲ
「
コ
チ
ワ
ス
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
　
ワ
ス
バ
坐
也
（
巻
四
、
八
オ
）

「
ワ
ス
」
は
「
オ
ワ
ス
」
　
の
0
の
脱
落
し
た
語
で
あ
る
。

以
上
は
母
音
に
関
す
る
事
象
で
あ
る
が
、
子
音
に
も
注
意
す
べ
き
事
象
が
あ
る
。

5
　
子
音
k
と
S
の
交
替

［
キ
ト
ー
ス
ト
］
　
下
薦
ノ
「
キ
ト
」
、
イ
フ
へ
キ
ヲ
「
ス
ト
」
、
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
六
、
九
八
オ
）

子
音
k
と
S
と
交
替
し
更
に
母
音
も
交
替
し
た
例
か
。

日
　
音
韻
（
漢
字
音
）

漢
字
音
で
は
、
オ
段
長
音
に
関
す
る
現
象
が
注
目
さ
れ
る
。
オ
段
長
音
は
、
母
音
の
重
な
り
を
避
け
る
と
い
う
日
本
語
の
性
格
に
よ
っ
て

生
じ
、
院
政
期
以
降
に
は
一
般
的
な
現
象
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
口
頭
語
で
は
、
新
た
な
事
象
が
生
じ
た
ら
し
い
。
一
つ
は
、
オ

段
長
音
の
合
音
の
短
呼
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
オ
段
拗
長
音
の
ウ
段
長
音
化
で
あ
る
。



1
　
オ
段
長
音
の
合
音
の
短
呼

［
コ
（
鈎
）
］
　
ミ
ス
ヲ
マ
キ
ア
ケ
テ
　
モ
タ
ス
ル
物
ヲ
コ
ト
ナ
ッ
ク
如
何
御
簾
ノ
コ
ハ
鈎
也
　
コ
ウ
ト
イ
フ
へ
キ
ヲ
「
コ
」
ト
イ
ヘ
ル
也
（
巻

二
、
四
九
ウ
）

［
ト
（
頭
）
ク
ル
メ
タ
］
　
カ
シ
ラ
ナ
ト
ツ
ヨ
ク
ウ
タ
レ
テ
　
「
ト
ク
ル
メ
タ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ト
如
何
（
巻
二
、
∵
三
ウ
）

［
ト
ヒ
ヤ
ウ
シ
（
鋼
拍
子
）
］
　
ツ
＼
ミ
　
ト
ヒ
ヤ
ウ
シ
ノ
ト
如
何
（
略
）
字
ニ
ハ
鋼
拍
子
　
頓
拍
子
ナ
ト
カ
ケ
リ
（
巻
二
、
一
四
オ
）

［
ヲ
（
応
）
］
　
女
人
ヲ
ヨ
フ
ニ
「
ヲ
」
ト
コ
タ
フ
ル
如
何
（
略
）
又
鷹
ノ
字
ノ
音
ヲ
ヲ
ウ
ト
ト
ナ
フ
ル
欺
（
略
）
音
ニ
ハ
ヨ
ウ
ト
ヲ
ウ
ト
ナ
レ
ハ

ヲ
ト
イ
フ
欺
　
男
子
ヲ
ヨ
フ
時
ニ
「
ヨ
」
ト
イ
ラ
フ
ル
ハ
　
鷹
ノ
字
ノ
ヨ
ウ
ノ
音
ナ
ル
へ
シ
（
巻
二
、
二
〇
ウ
）

「
ト
ク
ル
メ
ク
」
「
ト
ヒ
ヤ
ウ
シ
」
「
ヲ
」
に
は
、
語
源
の
解
釈
に
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
背
景
に
は
、
「
ト
ウ
（
頭
）
1
ト
」

「
ド
ゥ
（
鋼
）
1
ド
」
「
ヲ
ウ
（
応
）
1
ヲ
」
と
い
う
短
呼
現
象
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

尚
、
「
ザ
コ
　
（
雑
喉
）
」
に
つ
い
て
は
「
語
彙
」
の
項
を
参
照
。

2
　
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音

［
テ
ウ
（
チ
ョ
ウ
）
1
チ
ウ
］
　
「
溝
ヲ
チ
ウ
ト
コ
へ
ヨ
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
チ
ウ
如
何
　
コ
レ
ハ
超
ノ
字
ノ
音
ヲ
テ
ウ
ト
イ
ヘ
ル
ヲ
チ
ウ
ト
イ
ヒ
ナ

こ
の
例
は
、
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
す
る
現
象
の
鎌
倉
時
代
の
例
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
ト
イ
ヘ
ル
」

で
引
用
さ
れ
た
口
頭
語
の
例
で
あ
る
。

オ
段
長
音
に
関
す
る
事
象
以
外
で
は
、
次
の
現
象
が
あ
る
。

3
　
母
音
0
と
u
の
交
替

母
音
0
が
u
に
交
替
し
た
例
と
し
て
、

［
ク
バ
ク
（
境
泊
）
］
　
「
ク
バ
ク
イ
ロ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ク
バ
ク
如
何
　
ク
バ
ク
　
珠
也
　
城
頭
ト
カ
ケ
リ
（
巻
八
、
二
二
オ
）

セ
ル
也
（
巻
三
、
三
五
オ
）

（12）

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
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が
あ
り
、
母
音
u
が
0
に
交
替
し
た
例
に
、

［
ケ
ム
コ
　
（
賢
愚
）
］
　
又
「
ケ
ム
コ
ヲ
ミ
ス
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
賢
愚
也
（
巻
五
、
六
〇
ウ
）

が
あ
る
。
「
賢
愚
」
　
の
字
を
宛
て
る
所
に
こ
の
母
音
交
替
の
意
識
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。

個
　
語
彙

［
テ
テ
　
（
父
）
］
　
父
ハ
チ
＼
也
　
ソ
レ
ヲ
「
テ
、
」
斗
モ
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
五
、
九
三
ウ
）

チ
、

「
テ
テ
」
は
「
父
」
と
同
義
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
和
文
で
は
、
多
く
は
幼
児
の
会
話
や
発
言
の
中
で
用
い
ら
れ
、
又
、
父
親
に
対
し
て

親
愛
を
籠
め
た
幼
児
的
な
立
場
か
ら
用
い
て
い
る
。
仮
名
消
息
の
用
語
に
見
ら
れ
る
も
の
も
、
息
子
や
息
子
の
立
場
に
立
っ
て
の
場
で
使
わ

れ
る
。
幼
児
語
に
出
る
も
の
で
、
口
頭
語
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
ザ
コ
　
（
雑
喉
）
］
　
チ
ヒ
サ
キ
魚
ト
モ
ヲ
「
サ
コ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
　
雑
魚
ヲ
「
サ
コ
」
ト
イ
ヘ
ル
也
（
巻
六
、
二
五
ウ
）

梁
塵
秘
抄
に
は
、
「
ぎ
こ
」
（
三
九
六
、
四
讐
）
の
他
に
、
「
ぎ
こ
う
」
（
三
九
五
）
の
語
形
が
あ
る
。
文
明
本
節
用
集
「
濃
咄
」
ザ
持

め
伊
京
集
、
易
林
本
な
ど
の
節
用
集
、
下
学
集
諸
本
も
「
雑
喉
」
　
の
字
を
用
い
、
実
隆
公
記
・
看
聞
日
記
で
も
「
雑
喉
」
と
あ
る
。
「
雑
喉
」

か
ら
「
ザ
コ
」
が
転
化
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
梁
塵
秘
抄
の
「
ぎ
こ
う
」
は
「
ざ
こ
」
に
転
化
す
る
一
つ
前
の
形
と
見
ら
れ
る
。
「
雑
喉
」
が

語
源
を
示
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
オ
段
長
音
の
合
音
が
短
音
化
し
た
例
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
口
頭
語
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

［
タ
ブ
　
（
賜
）
］
　
人
ノ
持
タ
ル
物
ヲ
所
望
ス
ル
詞
ニ
「
タ
。
∞
へ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
四
、
四
八
ウ
）

人
ノ
「
物
ヲ
タ
フ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
　
タ
フ
ハ
給
也
　
賜
也
　
（
巻
四
、
五
六
オ
）

は

ね

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

き

　

　

こ

ん

　

か

り

あ

を

む

す

め

か

　

た

梁
塵
秘
抄
に
、
「
羽
賜
べ
若
王
子
」
　
（
二
五
八
）
、
補
助
動
詞
と
し
て
「
此
の
着
た
る
紺
の
狩
襖
に
女
換
へ
給
べ
」
　
（
四
七
三
）
等
が
あ
る
。
石

山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
次
第
紙
背
仮
名
消
息
は
じ
め
、
平
安
時
代
の
消
息
や
譲
状
な
ど
に
履
く
用
い
ら
れ
、
和
文
の
会
話
文
、
平
安
初
期

訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
の
に
よ
る
と
、
口
頭
語
の
要
素
を
色
濃
く
見
せ
て
い
る
。

［
ス
バ
　
《
感
動
詞
当
　
人
二
物
ヲ
ア
タ
フ
ル
詞
こ
　
「
ス
バ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
六
、
九
七
ウ
）



相
手
に
注
意
を
促
し
て
呼
ぶ
語
の
「
ス
バ
」
は
、
古
典
で
は
、
更
級
日
記
や
平
家
物
語
（
覚
一
本
）
の
例
の
よ
う
に
、
会
話
文
（
思
惟
文
も

は

し

　

い

含
む
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
梁
塵
秘
抄
に
も
「
す
は
走
り
出
で
ゝ
」
（
三
五
一
）
の
よ
う
に
あ
る
。
当
時
の
口
頭
語
と
見
ら
れ
る
。

他
の
、
口
頭
語
と
見
ら
れ
る
一
般
語
彙
を
挙
げ
る
。

［
ア
窟
動
詞
害
　
女
人
二
物
ヲ
イ
ヒ
フ
ク
ム
ル
返
事
。
「
ア
」
ト
コ
タ
フ
ル
　
ア
如
何
（
巻
二
、
五
三
オ
）

（
ト
）

［
ヤ
窟
動
詞
当
　
人
ヲ
ヨ
ヒ
　
ム
ル
詞
ニ
「
ヤ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
略
）
キ
カ
ス
カ
ホ
ナ
ル
ヲ
　
ツ
フ
サ
ニ
イ
ヒ
キ
カ
セ
ム
ト
テ
「
ヤ
」
ト

ハ
イ
フ
也
（
巻
二
、
四
一
ウ
）

［
ネ
ズ
（
凧
）
］
　
ネ
ス
ミ
ノ
ミ
ヲ
イ
ハ
ス
シ
テ
「
ネ
ス
」
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
リ
　
ネ
ス
ナ
キ
　
ネ
ス
パ
シ
リ
等
如
何
（
巻
四
、
八
九
ウ
）

［
ヅ
ク
］
　
「
手
ツ
0
。
ク
0
ノ
ア
ル
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ツ
ク
如
何
（
巻
四
、
七
九
ウ
）

［
カ
ヤ
ス
シ
］
　
ス
ル
コ
ト
ノ
ヤ
ス
ケ
ナ
ル
ヲ
「
カ
ヤ
ス
シ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
カ
如
何
（
略
）
「
カ
タ
ヤ
ス
」
ト
イ
ヘ
ル
心
モ
片
安
也
（
巻
二
、
二

三
ウ
）

［
チ
ト
］
　
ズ
ク
ナ
キ
物
ヲ
「
チ
ト
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
三
、
三
二
オ
）

［
ヤ
ク
ト
］
　
下
鹿
ノ
詞
ニ
ワ
サ
ト
、
イ
フ
へ
キ
所
ニ
「
ヤ
ク
ト
」
、
イ
ヘ
リ
如
何
（
略
）
コ
レ
ヲ
大
事
ト
イ
フ
心
也
（
巻
五
、
四
〇
オ
）

［
ケ
ロ
リ
］
　
下
薦
ノ
詞
ニ
「
ケ
ロ
リ
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
八
、
四
三
オ
）

［
ナ
バ
　
（
茸
）
］
　
又
茸
ヲ
鎮
西
ナ
ト
ニ
ハ
「
ナ
0
0
。
ハ
」
ト
イ
ヘ
リ
（
巻
九
、
四
六
ウ
）

以
下
に
は
、
擬
声
語
・
擬
態
語
を
挙
げ
る
。

［
ド
ド
メ
タ
］
　
世
間
ノ
カ
シ
カ
マ
シ
キ
ヲ
「
ト
＼
メ
ク
」
ト
イ
ヘ
ル
如
何
　
答
　
動
く
欺
（
巻
三
、
二
三
ウ
）

［
サ
］
　
「
サ
ト
キ
タ
リ
　
サ
ト
チ
ル
」
ナ
ト
イ
ヘ
ル
　
サ
如
何
　
コ
レ
ハ
風
ノ
フ
ク
サ
ノ
心
欺
（
巻
二
、
五
四
ウ
）

［
グ
ッ
ト
］
　
「
∞
ク
0
ッ
ト
ノ
ム
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ク
ツ
如
何
（
巻
五
、
二
八
ウ
）

以
上
、
名
語
記
が
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
し
た
口
頭
語
と
見
ら
れ
る
語
群
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
を
、
「
梁
塵
秘
抄
の
口
頭
語
」
で
取
上
げ
た

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

語
群
と
比
べ
る
に
、
極
め
て
良
く
通
ず
る
こ
と
が
分
る
。
一
致
す
る
の
は
、

0
　
文
法

1
代
名
詞
　
コ
・
ソ
・
ア
・
ド
体
系
の
使
用

3
活
用
形
の
用
法
　
Ⅲ
連
体
形
終
止

4
形
容
詞
の
用
法
　
用
語
幹
用
法

5
助
動
詞
　
Ⅲ
推
量
の
「
ム
ズ
」
　
畑
願
望
の
「
タ
シ
」

6
助
詞
　
拗
禁
止
の
終
助
詞
「
ソ
」
　
畑
終
助
詞
「
ヤ
ラ
ム
」
　
㈲
持
ち
か
け
の
間
投
助
詞
「
ナ
」
　
㈲
並
列
の
「
ヤ
」
の
省
略

0
　
音
韻
（
国
語
音
）

1
母
音
の
交
替

2
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落

3
連
母
音
に
よ
る
母
音
…
・
e
の
脱
落

日
　
音
韻
（
漠
字
音
）

1
オ
段
長
音
の
合
音
の
短
呼

2
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音

佃
　
語
彙

「
テ
テ
　
（
父
）
」
「
ザ
コ
　
（
雑
喉
）
」
「
タ
ブ
　
（
賜
）
」
「
ス
バ
　
《
感
動
詞
巴
が
語
と
し
て
も
一
致
し
、
擬
声
語
・
擬
態
語
の
使
用
に
お
い
て
も

通
ず
る
。

「
梁
塵
秘
抄
の
口
頭
語
」
を
補
う
も
の
に
は
、

0
　
文
法
の
1
代
名
詞
の
「
オ
レ
」
、
2
動
詞
の
活
用
の
下
一
段
活
用
動
詞
「
ケ
ル
」
　
3
活
用
形
の
用
法
の
佃
命
令
形
の
「
～
ロ
」
　
4
形
容



詞
の
用
法
の
熔
終
止
形
の
「
～
イ
」
　
畑
～
カ
語
尾
　
5
助
動
詞
の
望
冗
了
の
「
タ
」
　
㈲
「
死
ニ
ニ
ケ
リ
」
の
用
法
　
6
助
詞
の
川
副

助
詞
「
バ
シ
」
　
7
接
頭
辞
「
シ
ャ
」

0
　
音
韻
（
国
語
音
）
の
4
語
頭
の
0
の
脱
落
　
5
子
音
k
と
S
の
交
替

日
　
音
韻
（
漠
字
音
）
　
の
3
母
音
0
と
u
の
交
替

個
　
語
彙
の
「
ア
」
「
ヤ
」
「
ネ
ズ
」
「
ヅ
ク
」
「
カ
ヤ
ス
シ
」
「
チ
ト
」
「
ヤ
ク
ト
」
「
ケ
ロ
リ
」
「
ナ
バ
」

が
加
わ
る
。

四
、
説
明
文
の
中
に
現
れ
た
口
頭
語

名
語
記
が
語
源
説
明
に
取
上
げ
た
語
や
語
句
の
掲
出
の
形
式
に
は
、
二
種
が
あ
る
。

A
　
弓
ヲ
イ
ル
ノ
イ
如
何
　
イ
ハ
射
ノ
字
也
（
下
略
）
　
（
巻
二
、
四
ウ
）

十
ノ
字
㌢
ト
ヲ
ト
モ
ト
ト
モ
ツ
カ
ヘ
リ
如
何
（
巻
二
、
一
三
ウ
）

B
　
不
審
ス
ル
詞
こ
「
…
ト
．
レ
ソ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ト
レ
如
何
（
巻
三
、
二
五
ウ
）

詞
ニ
「
ト
イ
　
ヲ
ソ
イ
」
ト
イ
ヘ
ル
　
ト
イ
如
何
（
巻
三
、
二
二
ウ
）

A
は
、
直
接
に
語
や
語
句
を
取
上
げ
る
形
式
で
あ
り
、
B
は
、
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
し
た
形
で
取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
B
の
引
用
し

た
形
式
の
譜
に
口
頭
層
が
見
ら
れ
た
切
で
あ
り
、
前
項
に
取
上
げ
た
の
は
こ
の
世
の
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
名
語
記
全
体
か
ら
見
る
と
、
B

も
多
い
が
、
比
較
す
る
な
ら
ば
A
が
多
い
。

A
も
B
も
掲
出
の
語
や
語
句
で
あ
る
か
ち
、
「
間
…
…
如
何
」
と
い
う
問
答
形
式
の
「
間
」
の
部
分
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
答
～
」

以
下
は
、
説
明
文
と
な
る
。
こ
の
説
明
文
の
中
に
も
、
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
さ
れ
た
語
や
語
句
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
編
者
経
尊
の
用
語
で

あ
る
。
そ
の
説
明
文
の
語
句
の
中
に
も
、
口
頭
語
が
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
、
前
項
の
構
成
に
従
っ
て
掲
げ
る
。

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

0
　
文
法

1
　
代
名
詞
（
コ
・
ソ
・
ア
・
ド
体
系
の
ア
系
）

［
ア
ノ
］
　
ア
ノ
場
景
妃
ナ
ト
ニ
ヨ
セ
テ
ィ
ヘ
ル
詞
ニ
モ
羅
椅
ノ
重
タ
ル
ヲ
機
婦
こ
ネ
タ
ミ
　
（
下
略
）
　
（
巻
九
、
四
八
ウ
）

ア
ノ
聖
徳
太
子
ノ
十
七
箇
條
ノ
憲
法
二
民
ヲ
ハ
冬
ツ
カ
フ
へ
シ
（
略
）
ト
シ
ル
サ
レ
タ
リ
（
巻
一
〇
二
三
オ
）

［
ア
チ
］
　
ア
チ
コ
チ
イ
チ
イ
リ
ユ
カ
ミ
マ
カ
レ
ル
ハ
ヤ
バ
ラ
キ
オ
ホ
キ
故
也
（
巻
四
、
三
ウ
）

［
ア
ナ
タ
］
　
ソ
レ
ハ
穴
ノ
ト
ホ
リ
タ
ル
　
ア
ナ
タ
二
手
ヲ
ア
ツ
レ
ハ
　
風
ツ
ヨ
ク
ア
タ
レ
リ
　
又
コ
ナ
タ
二
手
ヲ
ア
ツ
レ
ハ
又
ツ
ヨ
ク
ア
タ
ル

カ
ル
カ
故
二
穴
ノ
中
ヨ
リ
オ
コ
レ
ル
こ
こ
ク
リ
　
（
巻
四
、
三
四
ウ
）

代
名
詞
に
関
連
し
て
、
「
コ
レ
テ
ィ
」
　
の
語
も
あ
る
。

［
コ
レ
テ
ィ
］
　
万
葉
ニ
ハ
香
聞
　
可
聞
　
覿
　
毯
　
轟
　
鴨
　
水
鳥
　
コ
レ
テ
ィ
ニ
所
ミ
ニ
カ
キ
カ
へ
タ
リ
（
巻
四
、
三
四
オ
）

2
　
動
詞
の
活
用

下
二
段
活
用
の
一
段
化
（
い
わ
ゆ
る
擬
一
段
化
）
　
の
例
が
あ
る
。
（
傍
線
は
筆
者
）

チ
ヒ
サ
キ
袋
ナ
ト
二
人
テ
ヲ
シ
コ
メ
ル
バ
　
ク
サ
く
ト
ナ
ル
心
地
欺
（
巻
八
、
二
七
ウ
）

タ
フ
く
如
何
　
タ
＼
ヘ
ル
く
也
（
巻
九
、
二
七
ウ
）

3
　
活
用
形
の
用
法
　
（
連
体
形
終
止
）

連
体
形
終
止
が
助
動
詞
「
ケ
ル
」
　
に
あ
る
。

ワ
レ
カ
ラ
　
身
ヲ
ホ
ロ
ホ
シ
外
項
ト
イ
フ
心
ニ
テ
ワ
レ
カ
ラ
ト
ナ
ッ
ク
ル
也
（
巻
九
、
一
六
オ
）

4
　
形
容
詞
の
用
法
　
（
語
幹
用
法
）

形
容
詞
の
語
幹
が
、
語
尾
を
附
け
ず
に
そ
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

乃
力
攣
シ
テ
の
ト
ナ
レ
ル
也
　
イ
マ
ハ
マ
へ
ノ
鮎
ヲ
ト
オ
サ
ス
シ
テ
　
カ
シ
ラ
列
d
叫
二
乃
ト
カ
ケ
ル
ハ
　
（
巻
二
、
三
九
オ
）



助
動
詞

推
量
の
「
ム
ズ
」
と
願
望
の
「
タ
シ
」
が
あ
る
。

［
ム
ズ
］
　
人
ノ
イ
ノ
チ
十
歳
ニ
ッ
、
マ
リ
ナ
ラ
ム
時
　
ヨ
バ
ツ
キ
ム
ス
ル
也
（
巻
二
、
二
五
ウ
）

将
為
也
　
コ
レ
ヲ
ヨ
マ
ム
ニ
ハ
マ
サ
ニ
セ
ム
ト
ス
ト
ヨ
マ
ム
ス
レ
ハ
　
ア
ラ
マ
シ
ノ
心
地
ニ
ナ
ル
也
（
巻
五
、
五
三
ウ
）

イ
ハ
ユ
ル
ウ
マ
ス
メ
可
去
　
家
ノ
タ
エ
ナ
ム
ス
ル
故
こ
　
マ
オ
ト
コ
ス
ル
メ
可
去
（
巻
六
、
一
四
ウ
）

コ
レ
ハ
御
気
色
ヲ
ソ
ム
カ
ハ
イ
ノ
チ
ニ
モ
ウ
セ
ム
ス
レ
ハ
命
ノ
字
ヲ
心
ト
セ
ル
詞
也
（
巻
六
、
四
七
ウ
）

［
タ
シ
］
　
サ
レ
ハ
帆
帳
ノ
帆
ヲ
コ
ソ
　
ホ
ト
ハ
ヨ
マ
セ
タ
キ
ニ
凡
ヲ
カ
キ
テ
帆
ヲ
ホ
ト
ヨ
マ
セ
ク
リ
（
巻
二
、
一
〇
オ
）

ネ
ウ
ト
イ
フ
ヘ
キ
字
ノ
音
ハ
シ
ニ
テ
シ
ト
イ
ヒ
タ
キ
字
ヲ
バ
ネ
ウ
ト
ヨ
メ
リ
（
巻
四
、
八
五
ウ
）

助
詞

助
詞
で
は
、
副
助
詞
「
バ
シ
」
、
終
助
詞
「
ヤ
ラ
ム
」
と
、
並
列
の
「
ヤ
」
の
省
略
、
係
助
詞
「
コ
ソ
」
の
呼
応
の
乱
れ
が
あ
る
。

［
バ
シ
］
　
文
字
モ
ア
ヒ
ニ
タ
ル
ユ
へ
　
ソ
ノ
鉢
タ
カ
ハ
サ
レ
ハ
　
カ
ヨ
ヘ
ル
義
l
川
河
ノ
ア
ル
へ
キ
ャ
ラ
ム
ト
オ
モ
ヒ
ウ
タ
カ
ハ
レ
侍
へ
ル
モ

ノ
也
（
巻
二
、
一
〇
オ
）

コ
ノ
義
ニ
ヨ
リ
テ
阿
ヲ
ア
ト
l
川
－
珂
イ
ヘ
ル
欺
（
巻
二
、
五
三
ウ
）

ソ
ヤ
ウ
ヲ
サ
ヤ
ウ
ト
ハ
シ
イ
ヒ
ナ
セ
ル
欺
ノ
ウ
タ
カ
ヒ
モ
ア
リ
（
巻
二
、
五
五
オ
）

コ
レ
モ
八
十
ノ
義
l
州
l
珂
欺
（
巻
五
、
三
八
オ
）

ソ
ノ
義
ニ
ッ
イ
テ
刑
ヲ
サ
カ
ト
　
バ
叫
　
ナ
ツ
ケ
タ
ル
欺
（
巻
九
、
一
五
オ
）

［
ヤ
ラ
ム
］
　
マ
ト
ハ
イ
ハ
レ
ヌ
ル
刊
到
ム
ー
ト
モ
存
せ
ラ
ル
、
モ
ノ
也
（
巻
二
、
四
三
ウ
）

主
基
方
ハ
松
二
鶴
ニ
テ
侍
へ
リ
シ
刊
）
l
オ
ム
ー
ト
コ
ソ
オ
ホ
エ
侍
へ
レ
　
（
巻
三
、
五
二
ウ
）

コ
レ
鉢
ノ
詞
二
准
シ
テ
サ
ナ
エ
モ
同
風
情
刊
剖
耳
ト
　
ウ
タ
カ
ヒ
存
ス
ル
ハ
カ
リ
也
（
巻
二
、
五
四
ウ
）

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

［
並
列
の
ヤ
の
省
略
］
　
又
推
シ
テ
云
　
ミ
チ
タ
ト
ル
人
ヤ
メ
ク
ラ
ナ
ト
ヲ
　
ソ
チ
エ
ケ
　
コ
チ
ソ
ナ
ト
イ
ヘ
ル
ニ
ッ
キ
テ
　
（
巻
五
、
七
四

ウ
）

［
係
助
詞
コ
ソ
の
呼
応
の
乱
れ
］
　
ナ
イ
ノ
フ
ル
如
何
　
地
振
ハ
震
欺
　
地
ノ
別
コ
ソ
ア
ル
　
フ
ル
ハ
同
義
也
（
巻
五
、
六
四
ウ
）

7
　
カ
ス
語
尾

力
行
四
段
活
用
動
詞
の
活
用
語
尾
「
－
カ
」
　
（
例
え
ば
「
咲
カ
」
な
ど
）
　
に
使
役
の
「
ス
」
が
附
い
た
「
－
カ
ス
」
が
、

な
っ
て
、
力
行
以
外
の
四
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
に
附
い
た
用
法
が
あ
る
。
口
頭
語
の
要
素
の
濃
い
文
献
に
は
散
見
し
、

（13）

語
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

［
イ
ヒ
カ
ヨ
ハ
カ
ス
］
　
コ
レ
バ
ク
チ
ッ
テ
ト
ノ
五
音
便
宜
ニ
ヨ
リ
　
イ
ヒ
カ
ヨ
ハ
カ
サ
ル
レ
ハ
也
（
巻
二
、
二
七
ウ
）

［
イ
ヒ
ニ
コ
ラ
カ
ス
］
　
安
ノ
母
二
似
ス
レ
ハ
　
マ
、
ト
ハ
イ
ヒ
ニ
コ
ラ
カ
セ
ル
欺
（
巻
五
、
四
八
ウ
）

［
ス
カ
マ
カ
ス
］
　
ス
ク
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
タ
ム
ル
時
ハ
目
ヲ
ス
カ
マ
カ
ス
義
欺
（
巻
八
、
一
四
六
ウ
）

［
オ
ソ
レ
カ
ス
］
　
ヲ
ラ
カ
ス
如
何
　
ヲ
レ
カ
ス
欺
　
ヲ
ソ
シ
ャ
カ
ス
ノ
反
　
恐
レ
カ
ス
也
（
巻
九
、
一
五
ウ
）

こ
の
「
オ
ソ
レ
カ
ス
」
は
、
「
カ
ス
」
が
下
二
段
活
用
に
附
い
た
も
の
で
、
「
カ
ス
」
　
の
用
法
の
拡
が
り
を
窺
わ
せ
る
。

口
　
音
韻
（
国
語
音
）

1
　
母
音
の
交
替

母
音
巳
が
i
に
交
替
し
た
「
サ
イ
ツ
ル
」
　
（
サ
へ
ツ
ル
）
　
の
例
が
あ
る
。

鷺
カ
モ
＼
イ
ロ
ト
ナ
ク
如
何
　
モ
＼
ヒ
ロ
ト
ナ
ク
ハ
百
尋
也
　
立
春
ノ
祝
言
ヲ
サ
イ
ツ
ル
也
（
巻
九
、
七
六
オ
）

2
　
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落

「
イ
ダ
ス
」
が
「
ダ
ス
」
と
な
っ
た
例
が
あ
る
。
但
し
、
複
合
語
の
下
位
要
素
と
な
っ
た
用
法
で
あ
る
。

ヒ
チ
ハ
骨
モ
バ
リ
タ
シ
　
反
リ
テ
ヒ
チ
ト
ナ
ル
張
出
也
　
（
巻
六
、
七
八
ウ
）

一
接
辞
の
よ
う
に

「
口
語
的
表
現
」
の



3
　
連
母
音
に
よ
る
母
音
音
節
…
の
脱
落

「
ツ
ミ
イ
レ
」
が
「
ツ
ミ
レ
」
と
な
る
例
が
あ
る
。

ト
ヒ
ク
サ
ノ
バ
ナ
ヤ
　
テ
ニ
ッ
ミ
レ
テ
ヤ
　
ミ
ヤ
へ
マ
イ
ラ
ム
ヤ
ト
ウ
タ
ヘ
リ
（
巻
九
、
六
一
ウ
）

但
し
、
こ
れ
は
歌
の
引
用
で
あ
る
。

4
　
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便

漑
水
　
タ
ヨ
リ
ヲ
ウ
シ
ナ
チ
　
黎
民
　
雨
澤
ヲ
シ
ノ
フ
月
ナ
レ
ハ
水
無
月
ト
イ
ヘ
ル
義
ノ
ミ
ナ
月
欺
（
巻
九
、
六
八
オ
）

「
ウ
シ
ナ
チ
」
が
こ
の
表
記
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便
を
無
表
記
に
し
た
例
と
な
る
が
、
こ
の
一
例
の
み
で

あ
る
の
で
姑
く
保
留
す
る
。

臼
　
語
彙

擬
声
語
・
擬
態
語
が
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

鳥
ノ
バ
ネ
ヲ
ハ
ト
イ
ヘ
リ
如
何
（
略
）
　
フ
ラ
ノ
反
　
フ
ラ
く
ト
ト
へ
ハ
也
（
巻
二
、
六
オ
）

風
ノ
ハ
ト
フ
ク
　
ハ
如
何
　
フ
ハ
ノ
反
ハ
ハ
也
　
フ
ハ
ノ
＼
ト
フ
ク
也
（
巻
二
、
七
ウ
）

以
上
の
、
説
明
文
の
中
に
用
い
ら
れ
た
口
頭
語
を
、
前
項
の
「
ト
イ
ヘ
ル
」
で
引
用
さ
れ
た
口
頭
語
と
比
較
す
る
と
、
質
的
に
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
分
る
。
た
だ
、
仔
細
に
見
る
と
、
説
明
文
の
中
の
口
頭
語
の
方
が
、
種
類
も
量
も
少
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
、
説
明
文
の
文

体
の
基
調
が
文
章
語
の
規
範
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
係
っ
て
い
る
。
口
頭
語
は
そ
の
基
調
の
文
体
の
中
で
部
分
的
に
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
説
明
文
の
中
に
お
け
る
口
頭
語
の
現
れ
方
は
、
同
じ
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
資
料
に
口
頭
語
が
現
れ
る
の
に
通
ず
る
。
当
時
は
、
口
頭
語

資
料
と
い
っ
て
も
、
現
代
語
の
よ
う
な
話
す
言
葉
を
そ
の
ま
ま
文
字
化
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

注（
1
）
　
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
課
題
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
韓
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
。

（
2
）
　
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
譜
研
究
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）
。

（
3
）
　
拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
二
韓
、
平
成
元
年
七
月
）
。

（
4
）
　
小
林
芳
規
他
編
『
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
・
狂
言
歌
謡
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
第
五
十
六
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
六
月
刊
）
の
小
林
執
筆

解
説
。

（
5
）
　
注
（
4
）
文
献
に
附
載
。

（
6
）
　
岡
田
希
雄
「
鎌
倉
期
の
語
原
辞
書
名
語
記
十
帖
に
就
い
て
」
「
名
語
記
所
見
の
鎌
倉
時
代
譜
」
（
勉
誠
社
刊
『
名
語
記
』
附
載
論
文
）
。

（
7
）
　
こ
こ
に
引
用
の
「
ト
イ
ヘ
ル
」
は
、
遥
嘉
を
ロ
に
す
る
″
〝
世
間
で
話
し
て
い
る
″
の
意
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
用
い
た
「
ト
申
ス
」
等

も
含
め
た
。
名
語
記
に
は
、
他
に
「
コ
レ
ハ
タ
メ
ニ
ト
イ
フ
心
」
（
巻
二
、
二
八
オ
）
の
よ
う
に
、
提
示
さ
れ
た
事
柄
を
と
り
た
て
述
べ
る
、
形
式
化

し
た
用
法
が
あ
る
が
、
こ
の
用
法
の
も
の
は
取
上
げ
て
い
な
い
。

（
8
）
　
注
（
4
）
文
献
。

（
9
）
　
例
え
ば
、

〇
人
鉢
ノ
ク
ヒ
ノ
ノ
ト
如
何
　
ノ
ト
ハ
喉
ト
ツ
ク
レ
リ
　
飲
戸
ノ
義
欺
　
ク
ハ
シ
ク
ハ
ノ
ム
戸
ト
イ
フ
ヘ
キ
欺
（
巻
五
、
一
四
オ
）

○
ミ
ス
ヲ
　
マ
キ
ア
ケ
テ
モ
タ
ス
ル
物
ヲ
コ
ト
ナ
ッ
ク
如
何
　
御
簾
ノ
コ
ハ
鈎
也
　
コ
ウ
ト
イ
フ
へ
キ
ヲ
コ
ト
イ
ヘ
ル
也
（
巻
二
、
四
九
ウ
）

の
如
く
、
院
政
鎌
倉
時
代
に
は
、
「
ノ
ム
ト
」
は
古
辞
書
や
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
文
章
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
ノ
ト
」
は
角
筆
文
献
な
ど
口
頭

語
資
料
に
見
ら
れ
る
。
又
、
「
鈎
」
の
音
は
字
音
仮
名
道
で
は
「
コ
ウ
」
で
あ
る
が
、
口
頭
語
で
は
「
コ
」
と
オ
段
長
音
の
短
呼
が
行
わ
れ
て
い
る

（
音
韻
（
漢
字
音
）
　
の
項
参
照
）
。
次
の
例
も
同
種
で
あ
る
。

下
薦
ノ
「
キ
ト
」
、
イ
フ
ヘ
キ
ヲ
「
ス
ト
」
、
イ
ヘ
ル
如
何
（
巻
六
、
九
八
オ
）

01112131

佐
藤
喜
代
治
「
文
章
研
究
の
意
義
と
方
法
」
（
国
語
学
第
二
十
五
韓
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
）
。

拙
著
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
』
研
究
第
七
七
四
頁
以
下
。

高
松
政
雄
「
オ
段
拗
長
音
の
一
間
題
」
（
国
語
学
八
十
三
集
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）
。

吉
田
金
彦
「
口
語
的
表
現
の
語
彙
「
－
か
す
」
」
（
国
語
国
文
二
十
八
巻
四
号
）
。




